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はじめに 

 

本報告書は，2023年度に実施された統計数理研究所共同利用研究（一般研究 1）「言語資料

解析における量的手法（A Quantitative Approach to Analysis of Language Data）」（課題

番号：2023-ISMCRP-1005）（研究代表者：石川慎一郎）の成果をまとめたものである。本

報告書は，統計数理研究所共同研究リポート No. 469として刊行された。 
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